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問農林課　☎22-1253

～まだ知らない地元農産物の魅力を届けたい！～
　担当者がオススメする地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします！
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進します～

市内の農産物
直売所情報▶

賑わいの拠点　「おもしろいし市場」
　平成31年４月にオープンしてから、年間約40万人のお客さまに
ご来店いただいています。会員が生産した新鮮でおいしい農産物・
農産加工品を豊富に取りそろえています。また、併設する「カフェ
S
サ ン サ ン
UNSUN小十郎」では、出荷された季節の農産物をふんだんに使
った、おいしくて栄養満点の料理を提供しています。
　１月３日（水）の初売りでは、楽しいイベントが盛りだくさん！　
ぜひお越しください！
●営業日時　１月１～２日を除いて毎日9:00～18:00
●場所　福岡長袋字八斗蒔20-1　☎26-9778▲市内のおいしいものが盛りだくさん！

災害時の対応を学ぶ
冬の避難所運営体験イベント

　12月15日、東中学校で「冬の避難所運営体
験イベント」が行われ、東中生や鷹巣自主防災
会、市職員など25人が参加しました。訓練は
厳冬期に震度６強の地震が発生し、停電・断水
した状態を想定。生徒たちは簡易トイレや段ボ
ールベッドの設置などを実際に体験し、防災へ
の意識を高めていました。

▲段ボールベッドの設置に取り組む生徒たち

若い世代の投票率の向上へ
選挙出前講座

　12月11日、白石工業高等学校で３学年を対
象とした「選挙出前講座」が行われました。こ
の講座は、有権者となる生徒に政治・選挙の意
義や重要性を理解してもらおうと実施されたも
の。この日は、選挙の制度などの講義や模擬投
票体験が行われ、生徒たちは選挙に対する関心
を高めていました。

▲模擬投票を体験する生徒たち

地域のにぎわいを創出
2023SHIROISHIホワイトクリスマスマーケット

　12月９日、10日の両日、すまｉ
い
る広場で

「2023SHIROISHIホワイトクリスマスマーケ
ット」が開催されました。会場ではサンタさん
から子どもたちへのプレゼント、白高生が企画
運営した「わんこうーめん大会」、米粉スイー
ツなどのグルメやクリスマス限定グッズ販売が
あり、たくさんの来場者でにぎわいました。

▲白熱したバトルが繰り広げられた「わんこうーめん大会」

冬シーズン到来！
みやぎ蔵王白石スキー場開き

　12月15日、みやぎ蔵王白石スキー場開きが
行われました。センターハウスで行われた安全
祈願祭では、関係者が今シーズンの安全を祈願。
この日は、積雪に恵まれず滑走はできませんで
したが、今年も白石にスキー・スノーボードの
季節がやってきました。年末年始やシーズン中
は、ぜひ白石スキー場にお越しください。

▲テープカットする関係者たち。積雪に恵まれますように！
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚
に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t


